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団体名 NPO 法人 チャイルドラインおかやま 

代表者名 矢野千恵子 

連絡先 

住所 岡山県赤磐市町苅田３２４番地 陽なたぼっこ 

TEL 086-956-3700 

E-mail clokayama@mx3.tiki.ne.jp 

URL http://clokayama.starfree.jp/ 

設立年（西暦）       2017 年 ※NPO 法人設立年、事業開始は 2001 年 

助成活動名 子どもたちの生の声を受けとめて、社会発信し、子どもをとりまく環境改善に取り組む 

助成額      675,000 円 

活動内容 

目的 

 
2001 年にチャイルドライン事業を開始して 20 年間子どもの声を聴く活動を続
けてきた。しかし、子どもをとりまく状況は依然として大変厳しく、いじめ・
不登校・虐待・自殺などの件数は増加の一途である。 
電話・オンラインチャットを通じて、チャイルドラインおかやまが受けた子ど
もたちの声を広く社会に向けて発信することで、子どもが置かれている状況を
大人に認識させる。 
 
 
 

内容 

 
チャイルドラインおかやまと子どもをとりまく社会の２０年間の変遷、また受
けた電話・オンラインチャットの件数と内訳や子どもの声などをまとめた冊子
を作製。 
 
 
 

成果 

 
２０年間での日本社会、特に子どもをとりまく環境の変化と、子どもが抱える
孤独感や生きづらさ、悩みなどの普遍性がデータから見て取れた。 
県内各所や支援者への冊子の配布で、子どもたちの現状とチャイルドラインの
活動をより広く知らせ、子どもたちの声を聴く必要性をアピールすることがで
きた。 
 
 
 

今後の課題と対
応策 

 
今回の冊子作製では、当団体の運営状況も可視化された。 
電話・オンラインチャットの受け手不足もその一つである。 
受け手を拡充し、より多くの子どもたちの声を受けとめていく必要がある。 
そのために、受け手を広く募り（広報）、受け手としてのスキルを磨き（研修）、電話とオ
ンラインチャットを充実（設備投資）させていかなければならない。 
今回作成した冊子も広報に役立てながら、より多くの人に活動の内容と重要性を知らせ、
受け手の増員に繋げていきたい。 
 
 
 



写真の提出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


